
フィルム保存入門：公文書館・図書館・博物館のための基本原則 
日本語版 FPS 2010 

 

 
45 

［第4章］キュレーターの役割 
 
インスペクションをおこなうことで、フィルムの製造年や過去の使用状況に関する物理的
な手がかりと共に、多くの技術データが入手できた。こうして入手した証拠の数々をどのよ
うに関連づければ良いだろうか。些細な情報から、そのフィルムの作成意図や当時の反響を
知り得ることなどあるだろうか。組織が記録する題目や、文化的・歴史的背景を知るヒント
を、フィルムから割り出すことなどできるだろうか。フィルムはコレクション全体の中で、
いかにして価値を発揮するだろうか1。 
 
本章は、フィルム自体が持つ物理的な証拠（第3章参照）以外のことからフィルムを識別
し、歴史的かつ文化的な重要性を正当に評価するための追加情報を論じる。専門家は、こう
した情報源を利用してフィルムの特性を理解している。そして、そのフィルムが唯一無二の
存在かどうかを確定できれば、パズルは遂に完成する。つまり、残存する素材の中でそのフ
ィルムが最良の状態にあり、これから保存用コピーを作成するにあたって、元素材になるべ
きものと確定できるのだ。 
 
1. 文書に残った記録 
 
フィルムを文脈に当てはめるために、まずおこなうことといえば、所蔵するフィルム素材
自体を調べることと考えて間違いない。 
 
 ◇ 組織の内部記録 実際のところ現在では、いかなる公文書館・図書館・博物館も、コ
レクションとして収蔵された資料に関する記録を残すようになっている。現場の慣習にもよ
るが、寄贈元や販売元とのやり取り、取得、インベントリーの書類、公表されたパンフレッ
トや記事、キュレーターのメモ書きなどがファイルされている。記録された時期によって情
報量は変動するかもしれないが、最低でも取得時の詳細と取得手続きに関わった担当者の名
前は（退職者も含め）記録されているはずだ。 
 

 保存専門家は、アーティファクト自体を忘れてはならない。缶、ラベル、オリジナルのフ
ィルムケースに入っているメモ書きなどには、有用な記述が含まれていることが多い（この

                                                   
1 本章が主に参考にした出版物は、ステファン G. ニコルズ、アビー・スミス（著）『The Evidence in Hand: Report 

of the Task Force on the Artifact in Library Collections』（2001）だ。中でもp8～16の「The Artifact in 

Question」が重要だ。ウェブサイト［www.clir.org/pubs/reports/pub103/contents.html］からも入手できる。 
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種の証拠に関しては第３章3.参照）。 
 
 ◇ マルチメディア・コレクションに含まれるフィルム 私的な紙資料や組織の記録の一
部に紛れて取得されたフィルムの場合、コレクション自体に実り豊かなドキュメンテーショ
ンが埋もれている可能性がある。往復書簡や日記は̶制作に関する特定の言及、あるいは、
そのフィルムに表現されていることをより詳しく説明することで̶いかにして、いかなる理
由でそのアマチュア・フィルムが制作されたのかという点に光を当てることになる。組織の
内部記録やアーカイブズ記録の一部としてのフィルムであれば、さらに文脈上の資料̶例え
ば脚本、組織内部のニューズレター、メモ書き、写真、芸術作品、財務記録、配給記録など
が見受けられることがある。フィルム制作会社の記録は宝の山になり得る。 
 
 ◇ オーラルヒストリー 比較的最近入手した資料の場合、過去の持主や相続者が最善の
情報源となることが少なくない。電話や電子メールからその話題に及び、結果として招待を
受けるきっかけが生まれるかもしれない。訪問やインタビューをおこない、ビデオテープを
持参して接触し、人物や場所の判別を試みる専門家もいる。インタビューを受けた側が、写
真その他のアーティファクトを提供してくれるかもしれない。いかなるインタビューも、有
用な追加情報を探り当てる可能性を間違いなく秘めている。 
 
2. 出版された情報源 
 
手元にある映画作品についてより深く学ぶためには、図書館での調査も必要かもしれない。
映画作家についての、あるいは描かれている題材・出来事・撮影場所についての文献・記事・
ウェブサイト等が、歴史的な記録としてのフィルムの特徴を外側から検証する助けとなる。
公債の宣伝が目的だった『This Is Your City』（第1章のケース・スタディーにある政治的
な広報目的で制作された作品）は、当時オクラホマ市の新聞各紙に詳しく報道され、商工会
議所にも記録が残っていた。同時期の会計報告が、いかにこのフィルムがキャンペーン全体
に適合していたかを示している。 
 
一般公開された映画は、出版物の批評記事の中で話題になることが多い。無声映画時代の
劇映画の批評を求めて、映画史家は米国の娯楽業界の業界誌を隈無く調べてきた。批評に加
えて、こうした資料にはクレジット、オリジナルの上映時間、製作会社の情報も含まれる。
地方で作成されて上映された映画は、特有のファンを持つ。『Kearney and Its People』は、
鉄道敷設によって誕生したネブラスカの街キアニーの横顔を記録した1926 年の映画で、ネ
ブラスカ州立歴史協会に収蔵されている。街の誇りとして、製作年のデイリー・ハブ紙に 2
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度もこの映画が紹介されている。 
 
政治広告、産業映画、公共サービスの告知、教育映画など、公開された映画には、必ずタ
ーゲットとなる特定の観客があり、記録はその観客が読むと考えられる出版物に残されてい
るか、あるいはフィルムを製作した側が何らかの出版物を残している。『Business Screen 
Magazine』や『Educational Screen』といった業界誌は、現存しない制作会社に関する優
れた情報源であり、その映画の制作に参加した個人を割り出せる可能性も高い。
『Educational Film Guide』（廃刊）のような雑誌には、クレジット、粗筋などの情報が含
まれ、驚く程多様な非劇場公開映画の題名が並んでいる2。 
 
米国議会図書館の著作権課の記録を調べるのも意義あることかもしれない。多くの商業画
は、ハリウッド映画から教育映画に至るまで、米国著作権法の保護を受けるために議会図書
館に登録された。登録の際に、脚本その他製作に関わる資料を含める権利者もいた。こうし
たファイルは議会図書館の映画放送録音物部門から入手できる。公開されている著作権目に
掲載されている登録番号からアクセスできる。 
 
3. 一般的な価値を認識しよう 
 
異なる意見や視点を捉えたフィルムが、単純にその起源を引き継ぐこともある。主要メデ
ィアが普通は描かないような方法でコミュニティが描かれていたり、仲間内でしか撮影でき
ないような伝統や行事が記録されていたりもする3。 
 
アマチュア制作の映画が重要な歴史的記録になり得る理由はここにある。例えばセンショ
ー・ササキ牧師は、西海岸の日系人コミュニティの日常を 1920 年代後半から 1930 年代初
頭にかけて撮影した。ごく平凡なホームムービーだが、歴史は時にありきたりのものに価値
を与えることがある。今日、全米日系人博物館のコレクションに含まれるササキ牧師のフィ
ルムは、第二次大戦中の強制収容でその後すぐ根こそぎ失われたてしまったコミュニティの、

                                                   
2 『Business Screen Magazine』は1940年の発刊と考えられ、数十年続いた。『Educational Screen』は1922

～56年まで毎月発行された。『Educational Film Guide』はH. W. Wilson社より1936～62年まで不定期に発

行された。 
3 ホームムービーの素晴らしさについては、Patricia R. Zimmermann（著）『Reel Families: A Social History of 

Amateur Film』（Indiana University Press 1995）を参照のこと。 



 

 
48 

まさにタイムカプセルだ4。 
 
特定分野の専門家が、地域のコレクションに含まれる多くのホームムービーやテレビ用の
ニュース映画の中から文化的に重要なフィルムを割り出すのは、困難な作業だ。結局のとこ
ろ専門家は、フィルムの年代、技術的なクオリティー、題材、視点と共に、組織の収集対象
を考慮に入れて判断するしかない。 
 
収集対象を取得方針として明文化することは極めて重要だ。既にほとんどの収集組織は、
取得対象となる資料についての研究領域や地理的条件、製作時期等を文書で示している。こ
うした文書によって、取得と組織全体のミッションとが関連づけられ、各部門にとっての収
集目標が明確になる。こうした文書にフィルムも含まれていることを確かめよう。そうする
ことで、組織の役割を知らしめ、将来の選別決定の指針を導き出すことができるだろう。 
 
4. 手元にあるのは残存する《最上の》元素材なのか？ 
 
一旦フィルムの歴史的な価値が明らかになったら、そのフィルムが唯一無二の存在かどう
かの判断が、パズルの最後の１ピースだ。この1ピースのために、議論は組織内部から全国
へ、あるいは世界へと移る。 
 
映画には本質的に、複数のプリントや原版が存在する可能性がある。その他の公文書館・
図書館・博物館又は蒐集家や商業アーカイブズがコピーを所蔵していることもある。どうす
れば、手元の素材が《最上の》もので、将来の保存作業に使用する価値があると言い切れる
だろうか。  
 
キュレーションの問題の多くがそうであるように、決断は方程式に則ったものでなく、判
断力に委ねられている。考慮すべき要素には次のものがある。（1）その他のコレクションに
存在するコピーの数、（2）カメラ・オリジナルから数えてそのフィルムが何世代目にあたる
か（3）コピーの完全度（そのフィルムのオリジナルの長さとの比較）、（4）物理的な状態。 
 
 プロの映画作家や映画会社から直接取得したフィルムなら、判別は一般的に容易だ。Aロ
ール・Bロール、磁気サウンドトラック、そして原版は、映画製作の途中で生まれる素材だ。

                                                   
4 『Treasures from American Film Archives: 50 Preserved Films』（NFPF 2000）の解説書p77を参照の

こと。 
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損傷を受けていても、不完全であっても、こうした元素材こそが最も信頼できる。アマチュ
ア映画作家やその遺族から直接取得したフィルムも《最上の》のコピーの可能性が高い。 
 
他に、かなり直接的なケースとして、シングル 8／ダブル 8 や 16mm のリバーサル・オ
リジナルがある。こうしたフィルムは唯一無二の存在だ5。アーティストが直にフィルムにペ
イントしたり故意に傷を付けたりしたフィルムにも同じことが当てはまる。 
 
しかしながら、プリントに関しては歯切れが悪くなってしまう。大雑把に言えば、そのフ
ィルムの観客のターゲットが小規模で専門的なものになればなるほど、焼き増しされたプリ
ント本数は減っていく。プリント本数が少なければ、手元にある研究資料が他のどこでも複
製されていない可能性が高まる。しかし主題、情報源、一般常識もまた関わってくる。 
 
例えば 8mm 又は 16mm のハリウッドの短編音付き劇アニメのコピーはどうだろう。プ
リントは家庭用及び公共団体向けに大量生産されたもので、商業コレクションの中に同じ作
品のクオリティーの優れた 35mm コピーが含まれる可能性はかなり高い6。しかしながら無
声映画のフィルムとなると、そうはいかない。米国で製作された無声劇映画の凡そ75%は失
われたと考えられる。それを小型化したビンテージ・プリントは、貴重な元素材になり得る。
そのようなプリントであれば、無声映画に強いアーカイブに問合せたり、国際フィルムアー
カイブ連盟（FIAF）の無声映画データベースにあたったりする価値はある7。 
 
特定の観客に向けて製作され、広域に配給されなかった映画の場合、その調査研究は段階
的に進めなくては完了しない。電話による戦略的な情報収集、そのテーマ領域の収集組織や
関係する映画作家を訪問することで、コピーが他にも存在するかどうかを確かめることがで
きる。1930 年代初頭、若きチャールズ・スターク・ドレイパーは、航空調査の元手を得る
ために『Airplanes at Play』を制作した。その16mmを所蔵していたマサチューセッツ工

                                                   
5 場合によっては、とりわけリバーサル・ストックで作成されたアバンギャルド映画の場合、複製コピーもリバー

サル・ストックにプリントされた。複製は2種のエッジコードを持つことが多い。一つはオリジナルの、そしても

う一つはコピー自体のものだ。 
6 例外を一つあげるなら、低予算又は独立系の映画、とりわけ倒産した会社が製作した映画だ。時に16mmの音

付きコピーは、アフリカ系アメリカ人向けに作成された映画やB級ウエスタンで占められることもある。 
7 これは毎年改訂される『FIAF International Film Archive Database』の一部として公表されていて、Ovid（元

SilverPlatter）からCD-Romが入手できる［www.ovid.com］。2003年の時点で、FIAFの無声映画データベー

スは37,000作品の記録を含む。 
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科大学（MIT）博物館がより良いコピーを探索すると、この高名なエンジニア本人の研究室
に35mmの元素材が残されていたことが判明した。 
 
政府が制作したフィルムは特例だ。国立公文書管理局（NARA）が、米国で製作されたフ
ィルムのコピーを保有しているため、国立ではない組織に収蔵されているプリントは既に
NARAが所有しているフィルムから作成された素材かもしれない。多くの州や地方自治体も
フィルムを制作しているが、アーカイブ活動の実践はそれぞれの管轄によって様々だ。州や
地方自治体の制作したプリントの調査研究となると、一般的に、一層脚を使う仕事になる。 
 
全米に配給された 16mm の産業映画・教育映画・広報映画・トレーニング用の映画は、
調査研究が最も困難だ。あまりに多くのプリントが、教育、軍事、営業、サークル活動や教
会の集会用に作られてきた。しかし作品によってはほとんど残っていないものもある。
16mm の産業映画又は教育映画の残存するプリントが最上の素材かどうかを見極めるには、
相当量の調査研究が求められる。 
 
他のコピーの存在を調べる際、探索の選択肢は数多くある。おそらく最初に手を付けるべ
きは米国議会図書館のオンライン・カタログだ。ここには、所蔵映画のほとんどの記録が含
まれている。さらに、有用なインターネット上の情報源としてプレリンガー・アーカイブズ
がある。ここから凡そ2,000を超える数の閲覧可能な広報映画、教育映画、産業映画のコピ
ーにアクセスできる8。他に調べる価値があるのは、大学・公文書館・博物館から寄せられた
書誌情報提供機関であるOCLCとRLIN（第7章4.参照）のフィルム記録だ。最後に、北ア
メリカだけで1,860のコレクションを記述する国際的なディレクトリ〈Footage〉がある9。
ストック・フテージの研究者向けに作成されたこのディレクトリは、ほとんど知られていな
いような収蔵施設を多くカバーし、広範に及ぶテーマ別インデックスを持つ。これを使えば、
同様の資料を所持していそうな組織を洗い出すことができる。 
 
保存専門家がメーリングリストを活用するケースも一段と増えている。映像アーキビスト
協会（AMIA）、米国図書館協会、米国アーキビスト協会（SAA）などがメーリングリストを

                                                   
8 リック・プレリンガーが創設したプレリンガー・アーカイブズには、48,000点以上の広報・教育・産業・アマ

チュア映画やアマチュア作品が含まれる。これらは2002年に米国議会図書館が取得した。

［www.archive.org/details/prelinger］ 
9 このディレクトリには、世界中の3,000のコレクションが含まれる。『Footage: The Worldwide Moving Image 

Sourcebook』（Second Line Search 1997）を参照のこと。 
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運営し、そこではこの分野の専門家が質問を投げかけ、回答を受け取ることができる10。専
門的なテーマ別のメーリングリストもまた１つの情報源だ。 
 
しかしながら、フィルムの種別によっては、たとえ国家規模のデータベースを隈無く調査
し、同僚たちに尋ねても、なんら明確な答えを得られないことがある。言ってみれば、専門
家は決して手元のプリントが残存する元素材の中でも最上のものだと断定することはでき
ない。したがって、第５章に記したようなフィルム→フィルムの複製を考えるとき、保存専
門家は、世界にたった１本しか残存しない、希少で、歴史的にも重要だと考えられるアイテ
ムを優先順位の筆頭に掲げる。 
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編集用の素材（Aロール・Bロール、イ

ンターポジ、原版又は磁気トラック） 

おそらく。但し、その素材が完全版で、物理的な状態が良い場合に限る。 

リバーサル・オリジナル おそらく。但し、その素材が完全版で、物理的な状態が良い場合に限る。 

手彩色の芸術的なプリント おそらく。同様の複製も存在するかもしれない。 

アマチュア・フィルム又はホームムー

ビー 

おそらく。但し、その素材がリバーサル・オリジナルの場合。もし上映

用ポジなら、内部資料を確認して作家かその遺族に連絡をすること。 

ハリウッド劇映画の長編又は短編のリ

ダクション・プリント 

8mmの場合はそうは言えない。16mmの音付きのプリントもおそらく

違うだろう。28mm又は16mmの無声映画のプリントなら、そうかもし

れない。調査の必要がある。 

合衆国政府が制作したフィルム 違う可能性が高い。 

州政府又は地方自治体が制作したフィ

ルム 

おそらく。35mmなら可能性は高まる。調査の必要がある。 

専門性の高いテーマの広く配給されな

かったフィルム 

おそらく。35mmなら可能性は高まる。調査の必要がある。 

地域で制作された、広く配給されなか

ったフィルム 

おそらく。35mmなら可能性が高まる。調査の必要がある。 

全国配給された教育映画又は産業映画 そうとは考え難い。断言するのは難しい。調査の必要がある。 

                                                   
10 フィルムやアーカイブ組織の実践に関する情報は、AMIAのリストサーブ〔メーリングリスト〕（AMIA-L）で

常に交換されている。他にもHi-Film Discussion Group、米国アーキビスト協会（SAA）リストサーブ、SAA

視覚資料セクションのカタロギング＆アクセス・ラウンドテーブル・リストがある。 
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フィルムを判別する上で、目利きのキュレーターの能力に勝るものはない。アラスカ・フ
ィルム・アーカイブズは、フェアバンクスのノーススター郡図書館から移管された2本の謎
に満ちたフィルムをいかに識別したか、それが本稿の要旨だ。 
 
収集組織は、取得時の記録に頼ってフィルムの出所や来歴を確かめるものだが、本学には
何の情報もなかった。この2本がかつて公共図書館に所蔵されていて、かつ錆びた缶をこじ
開けねばならなかったことから、2 度の洪水を生き延びたことがわかっていただけだった。
缶の中の 16mm リバーサル・オリジナルは、やはりオリジナルのリールにきつく巻かれて
いた。担当キュレーターは、インスペクションに着手する前にフィルムを室温に順応させ、
大きめのコアに注意深く巻き直し、トップとエンドに新しいリーダーを加えた。 
 
フィルム自体を詳しく調べることで判明することは実に多い。何より指針となるのがフィ
ルムのエッジコードだ。このコードから、いつどこでフィルムが製造されたかがわかる。コ
ードをコダックのチャート（〈付録A〉参照）と照会すると、1935年以降の撮影と判明した。
次にリバーサル・プリントの状態を確認すると、パーフォレーション壊れ、スプライス破損、
擦り切れ箇所もあり、要するにボロボロだった。どうやら頻繁に上映されたものらしい。 
 
何がそれほど観客をひきつけたのか？フィルムをビューワにかける前に、キュレーターは
手製の測定器でフィルムの収縮度を測った。収縮度は 1%弱で、どうにか機械にもかかる。
しかし、喜劇俳優ウィル・ロジャースがフェアバンクスのウィークス・フィールドにあるパ
シフィック・アラスカ・エアウェイズの格納庫に親友ワイリー・ポストを訪れる場面が発見
されようとは、誰が想像し得ただろう。エッジコードから判明した製造年、フィルム状態、
記録された場面などの映像から総合的に判断した結果、手元にあるこのフィルムこそ、ロジ
ャースとポストの命を奪った 1935 年 8 月 15 日の飛行機事故の直前に撮影されたものに違
いないことが確定された。 
 
大学はフィルムを保存し、閲覧用の VHS テープ作成のための助成金を得た。歴史的に重
要なこのフッテージは現在、アーカイブの摂氏 4 度・相対湿度 35％のフィルム収蔵庫に保
管されている。閲覧用コピーはアラスカ・フェアバンクス大学エルマー E. ラスムソン図書
館のゴールドマイン・カタログに登録され、ネット上でも閲覧できる［www.uaf.edu/library］。 


